
日本社会とグローバル化

グローバル人材育成の失敗例

みなさんこんにちは。

前回のコラムでは、これからの日本企業のグローバル化を見据えて、どの

ような人材育成が必要であり、どのような企業トレーニング講師の育成が

必要であるのか、私自身が今取り組んでいる産学連携共同研究プロジェク

トにも触れながら、その一端を紹介してみました。

今や、ネイティブの英語力を基準にした英語コミュニケーションを目指す

のではなく、「コミュニケーション方略3.0に代表される、非ネイティブ

として手持ちの英語能力を最大限活用しながら、人間関係を構築し、仕事

を完遂していくことに主眼を置いた言語学習が求められるようなってきて

います。また、IT技術の発展により、SNSなどを活用した多次元的・多角

的なコミュニケーションのチャネルが開かれている時代に、「コミュニケ

ーション方略3.0」は、AIや機械翻訳がまだ到達できていない領域であり

、この点を踏まえた英語学習指導のできる企業英語トレーナーが求められ

ているのです。

さて、今回は少々視点を変えて、日本企業で今実際に起こっているグロー

バル人材育成の失敗例について、私が実際に企業で見聞きした例をもとに

お話ししていきたいと思います。今後の企業のグローバル化に本当に必要

なのはどのような観点であるのかを考察する一助になれば幸いです。



私は現職の東洋大学経営学部に赴任する前、フリーランス企業英語トレー

ナーとして活動していました。その頃、たまたま関わった企業の話しにな

ります。この企業は、技術開発関係の有名企業です（名前は伏せます）。

日本国内での販売はもちろん、海外でも事業展開を行なっており、私が関

わっていた海外事業部では主に海外支社に技術指導を行うことのできる人

材、並びに海外で事業展開のできるセールスエンジニアの育成が急務とな

っていました。この企業とはかれこれ5年ほど関わることになりました。

私が携わることになったのは、海外赴任前研修です。この研修では、これ

からグローバル・リーダーになっていく選抜社員を対象にしています。海

外で1年間、現地での仕事に従事させ、そこで海外ビジネス・プロトコル

を学びながら、語学力（英語力）を高めていくことが目標です。私は、彼

らが海外に赴任する前の3カ月間ほど、集中的に英語を特訓するコースを

担当しました。事前研修の内容としては赴任資格の基準を満たすためのT

OEICの点数アップはもちろんのこと、プレゼンのスキル、Eメール・ラ

イティングのスキル、ミーティング英語のスキル、ディベートのスキルな

ど、いわゆる「ビジネス英語のスキルを全般的に扱っています。特に、日

本人英語講師である私が担当していたのは、TOEICの点数アップと、日本

語と英語の論理構造の違いを踏まえて、相手に英語で自分の意思を効果的

に伝えるためのトレーニングでした。

この研修で知り合った中田さん(仮名)という方の例を紹介します。中田さ

んは赴任研修に参加する前は、経理関係のお仕事をされていました。赴任

前研修を経て、中東のある国に赴任することになりました。そこで、技術

関係部署での、経理関係の技術指導に携わりつつ、語学力を高め、海外ビ

ジネスのプロトコルを学ぶ経験を積むことになります。帰国後は、これか

らのグローバル・リーダー候補者として活躍する予定だったのですが・・

・。



経験を積み、さあこれから！　そこにあった落とし穴

帰国後、中田さんを待ち受けていた現実は、彼が当初想定していたものと

大きく異なっていたのです。第一に、海外赴任先でビジネスで英語を使う

前提でこれまで特訓をしてきたのですが、実際にビジネス上で英語を使う

機会というのは限られていたのです。また、海外ビジネスのシーンではよ

くあることですが、何かしらの仕事やポジションなどが会社から用意され

ているということはなく、自分自身がその会社の中でどのような関わり方

をしていくのかを自分で見定めて、自分で仕事を作っていかない限りは会

社組織の中で浮いてしまうという状況に苦しんだのだそうです。他に赴任

していた日本人の社員の方もいたようですが、その方は生粋のエンジニア

で、技術指導のほうの担当だったため、中田さんとはほとんど関わる事は

なかったそうです。そこで、中田さんがインタビューで繰り返しおっしゃ

っていたのは、「毎日毎日シャワーを浴びながら、なぜこのようなことに

なってしまったのだろうかと、泣いていた」、「海外で毎日ハッピー、と

言うような感じの暮らしでは決してなかったということ。これは、中田さ

んだけに限った話ではなく、海外赴任から帰ってきた日本人ビジネスパー

ソンからよくこのような話を聞きます。

さて、1年の海外研修終えて帰国した後、中田さんはどうなったのでしょ

うか。実は、彼を待っていた日本社会の実情が中田さんに追い討ちをかけ

た決定的な要因だったそうです。日本社会に帰ってくると、英語を使う機

会は一切消え失せたのだそうです。私生活でも、英語を使う機会は、現地

で知り合った人とのFacebookでのちょっとしたコメントに限られてしま

い、彼らとも仕事面での関わりというのは一切なかったそうです。また、

海外赴任をしたことにより仕事に1年間のブランクが生まれてしまい、こ

の1年間のブランクを取り戻すのにかなりの時間と労力を費やすことにな

り、全く生産性が上がらない苦しい時間を過ごすことになったのだそう。



そこで中田さんが行き着いた結論は、「これ以上、この会社組織にいても

自分自身のスキルアップにもキャリアアップにもつながらないと言うこと

。さらには、「英語のキャリアを選択したことにより、同期入社の社員と

も差が開いてしまい、ビジネスキャリア面での昇進が見込めなかった」と

いうことです。そこで、中田さんは一念発起し、自分の生まれ育った地元

に戻り、そこの企業で地元に貢献したいということだったのだそうです。

そして、中田さんはこの企業を辞めて、地元の技術系中小企業に再就職し

ます。大手のグローバル化を掲げる企業に就職し、グローバル人材になる

ことを求めて、このような海外赴任を経験したのにも関わらず、このよう

な顛末となってしまったということは何とも遺憾です。

さて、現在の中田さんは、どうなったのでしょうか。彼は現在、自身の地

元に戻り、技術関係の中小企業会社に再就職されたわけですが、以前より

もやりがいをもって仕事に取り組んでおり、海外との取引も増え、英語を

使う機会も多くなったのだそうです。以前のような大企業での勤務ではな

くなり、福利厚生の面では不安があることは事実だそうです、ですが、イ

ギリスの関連会社と英語を用いた業務上のやり取りを任されているそうで

、日々英語に触れることが多くなったそうです。「数年後にはイギリスへ

の出張の機会もでてくるかもしれないです」と、中田さんはおっしゃって

います。「今の働き方って、実は前の会社で僕がもともと思い描いてたよ

うな、海外との関わり方そのものなんですよね」と、中田さんは振り返り

ます。

中田さんの例は、実は決して特異な例ではありません。中田さんだけに限

ったことではなく、日本の大企業の多くでちらほら耳にします。グローバ

ル化推進という名目で、英語研修やグローバル人材研修と言うプログラム

を実施している企業は数多くありますし、一般的なイメージでは、大企業

になればなるほど英語が必要、と考えられがちですが、本当に大事なのは



企業の規模ではなく、英語が必要とされるもしくは将来必要となるであろ

う業務があるかどうかであり、むしろローカルな中小企業（特に、中田さ

んが就職したような技術関係企業）の方が英語を必要とする人材を求めて

いる場合も多々あります。中田さんの例は、大企業でグローバル人材育成

のビジョンが明確でなかったために起きた、グローバル人材流出という点

で、日本企業の抱えるグローバル人材育成の失敗例と言えるのかもしれま

せん。


